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　全がんの 5 年生存率は 6 割を超え、就労できる年齢層の

罹患者数が増加している。また入院日数の短縮化は、在宅で

医療を受ける患者を増加させている。がん医療は、患者が仕

事と治療を両立して生活を維持し、治療後の機能障害やリ

ハビリ状況を遠隔地でありながらも把握し、支援できるシ

ステムの構築が必要である。手術後の前立腺がん患者に対

する合併症の増悪予防と QOL 改善に向けた遠隔看護での

支援では、症状を緩和し、患者の QOL を高める可能性が示

唆された。これまで個別的なケースにおける実証に留まっ

ており、今後より広範囲の対象についての包括的なエビデ

ンス収集が今後も必要である。

新たな看護支援方法の一つとして遠隔看護は、

今後ますます充実していく必要がある
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　日本では在院日数の短縮化と医療技術の進歩に伴い、高度

な治療が外来で行われるようになり、外来での継続治療や

個々の患者に応じたタイムリーな看護提供が求められてい

る。特に外来化学療法を受けるがん患者は治療による副作用

のリスクが高く、セルフマネジメント教育が重要となる。し

かし高齢者が多いがん患者は望ましい療養行動を長期間継

続することが困難である。そこで本研究では外来化学療法を

受けるがん患者が治療による副作用や有害事象、疾患の進行

による症状と向き合いながら生活を自らコントロールし、症

状の悪化を予防・軽減できる対策を習得させる。具体的には

インターネットを用いた問診－回答方式による双方向型遠

隔看護システムの構築を目指す（図）。
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・がん看護学および遠隔看護に関する研究
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